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学位論文内容の要旨 
  
【目的】手指は感染の主な経路である。そこで本研究の目的は、患者の手指の汚染と様々な疾
患、ならびに治療環境との関連を調べ、効果的な手指衛生方法を検討した。 
【方法】対象は、入院患者（血液疾患45名、手術後48名）、外来通院患者（血液透析48名、がん
化学療法55名）と、老人保健施設入居者44名であった。 
全対象に手指衛生を実施してもらい、その前後に検体を採取した。手指衛生は、血液群と手術後
群にはウェットティッシュで手を拭いてもらい、透析群、がん群、老健群には石鹸と流水で手を
洗ってもらった。検体は一側の手掌を寒天培地に採り菌数を計測し、菌種も同定した。反対側の
手掌からは塗末標本を採取し、アデノシン三リン酸（ATP）量を測定した。  
【結果】患者の手指汚染度は透析患者、施設入居者、次いで手術後患者、がん患者、血液疾患患
者の順に高かった。基礎疾患と療養環境の如何に関わらず、患者は手指衛生によって細菌数と
ATPを減少させることができた。そして、ウェットティシュで手を拭いたときより石鹸と流水で
実施したほうが汚染除去率は高かった。また、MRSAは血液群を除く30名の対象者で手指衛生前
に検出されたが、このうち19名は手指衛生後にMRSA陰性となった。  
【結論】本研究から患者の手指汚染度には基礎疾患と療養環境が影響すること、患者の手指汚染は
患者の手指衛生の励行、特に石鹸と流水による手洗いによって低減できることが明らかになった。
また、手指衛生によって MRSA 陽性患者の過半数が陰性となったことから、患者の積極的な手指
衛生が医療関連感染予防に有効なことが示唆された。 
 
 
 
 
 
論文審査結果の要旨 
 
